[In focus] 修復家と作品の関わり : 山領まり氏に聞く (<特集>コレクションと修復) by 三輪 建仁





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































イ図1  北蓮蔵《提督の最後》1943年頃  東京国立近代美術館（無期限貸与）










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図2   津田青楓《犠牲者》1933年
東京国立近代美術館蔵
© Rieko Takahashi 2016 /JAA1600144































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































7 │  Newsletter of The National Museum of Modern Art, Tokyo [Aug.-Sep. 2016]
ま
し
た
。「
今
、
自
分
が
用
い
て
い
る
修
復
方
法
は
、
自
分
自
身
と
し
て
は
ベ
ス
ト
と
思
っ
て
い
る
が
、
後
の
世
代
が
更
に
よ
い
方
法
を
見
出
す
か
も
知
れ
な
い
」と
。
そ
れ
を
聞
い
て
、
あ
あ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
組
織
の
な
か
で
修
復
技
術
や
そ
の
記
録
が
引
き
継
が
れ
て
い
く
ん
だ
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
　
で
す
が
、
日
本
の
現
状
は
美
術
館
に
修
復
家
が
常
勤
す
る
こ
と
が
難
し
い
で
す
し
、
修
復
家
の
職
人
的
な
気
質
も
あ
っ
て
、
な
か
な
か
連
携
を
取
り
に
く
い
状
況
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
変
え
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
個
人
の
工
房
で
あ
っ
て
も
記
録
を
残
す
こ
と
で
、
広
く
技
術
を
共
有
し
て
継
承
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考
え
て
い
き
た
い
。
　
今
年（
二
〇
一
二
年
）の
十
月
に
文
化
財
保
存
修
復
学
会
で
、
初
め
て
油
絵
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
ま
す
。
日
本
で
油
絵
と
言
う
と
、
黒
田
清
輝
以
降
が
常
識
で
す
が
、
初
期
洋
画
の
司
馬
江
漢
ま
で
遡
っ
て
考
え
よ
う
と
い
う
話
も
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
西
洋
画
の
修
復
全
般
に
よ
う
や
く
目
が
向
け
ら
れ
た
、
と
い
う
感
じ
で
す
が
、
小
さ
な
積
み
重
ね
を
大
切
に
し
て
、
修
復
・
保
存
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。
﹇
取
材
・
文
：
島
貫
泰
介
、協
力
：
山
領
絵
画
修
復
工
房
﹈
註1  
一
九
七
九
年
に「
創
形
美
術
学
校
修
復
研
究
所
」
に
改
称
。
現
在
は
「
有
限
会
社
修
復
研
究
所
21
」。
2  
『
戦
争
記
録
画
修
復
報
告
』東
京
国
立
近
代
美
術
館
、一
九
七
七
年
。
3  
紙
・
絹
に
描
か
れ
た
作
品
を
、
保
存
、
観
賞
用
に
裏
打
ち
し
、
軸
・
画
巻
・
画
帖
・
屏
風
・
襖
な
ど
の
形
状
に
仕
立
て
る
こ
と
。
後
記　
当
館
に
は
こ
れ
ま
で
、
保
存
修
復
を
専
門
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
た
こ
と
は
な
い
。
現
在
も
、日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、版
画
、
素
描
と
い
っ
た
媒
体
・
素
材
に
応
じ
、
外
部
の
修
復
家
の
方
々
に
作
業
を
お
願
い
し
、
作
品
の
保
存
に
努
め
て
い
る
。
　
一
九
五
二
年
の
開
館
以
来
、
当
館
の
作
品
修
復
に
関
わ
ら
れ
て
き
た
そ
う
い
っ
た
修
復
家
の
方
々
の
な
か
で
、
山
領
ま
り
氏
は
、
美
術
館
で
の
保
存
修
復
の
礎
を
築
い
て
こ
ら
れ
た
方
の
一
人
で
あ
る
。
こ
こ
に
掲
載
さ
れ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
は
、
日
本
に
お
け
る
修
復「
家
」の
黎
明
期
と
い
っ
て
も
良
い
、一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
と
い
う
時
代
の
息
吹
を
感
じ
ら
れ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
い
く
つ
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
仕
事
が
ま
さ
に「
手
探
り
」
の
連
続
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
ら
れ
る
。
　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
末
尾
で
、
山
領
氏
が「
記
録
を
残
し
、
技
術
が
共
有
さ
れ
、
引
き
継
が
れ
て
い
く
」
こ
と
の
重
要
性
に
触
れ
て
い
る
。
山
領
氏
の
語
る
戦
争
記
録
画
や
、
津
田
青
楓《
犠
牲
者
》
を
め
ぐ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
修
復
が「
技
術
」の
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
営
為
が
変
動
し
、
移
り
ゆ
く
時
代
の
証
言
と
も
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
さ
さ
や
か
で
は
あ
れ
、
修
復
技
術
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
近
代
史
の
貴
重
な「
記
録
」と
も
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
な
お
、
山
領
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
関
心
を
持
た
れ
た
方
に
は
、
ぜ
ひ
以
下
の
二
つ
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
覧
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め
し 
た
い
。
　
ま
ず
、「
か
え
っ
て
き
た
戦
争
絵
画
に
つ
い
て
／
絵
画
の
保
存
と
修
理
」と
題
さ
れ
た
本
誌
第
一
八
八
号（
一
九
七
〇
年
七
月
号
）。
こ
こ
で
は
山
領
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
た
戦
争
記
録
画
の
返
還
に
関
す
る
記
事
と
と
も
に
、
七
〇
年
当
時
の
保
存
修
復
に
関
わ
る
状
況
が
、
修
復
に
お
け
る
理
論
面（
心
構
え
）に
つ
い
て（
岩
崎
友
吉「
油
絵
の
保
存
処
置
作
業
に
つ
い
て
」）、
油
彩
画
の
修
復
技
術
に
つ
い
て（
黒
江
光
彦「
油
彩
画
の
修
復
の
実
際
」）、
日
本
画
の
修
復
技
術
に
つ
い
て（
浜
田
隆「
日
本
画
の
補
修
」）
と
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
岩
崎
氏
の
論
考
は
、『
修
復
の
理
論
』小
佐
野
重
利
監
訳（
二
〇
〇
五
年
、
三
元
社
）に
よ
っ
て
近
年
国
内
で
も
し
ば
し
ば
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
イ
タ
リ
ア
の
修
復
家
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ブ
ラ
ン
デ
ィ（
一
九
〇
六
│
一
九
八
八
）
の
論
と
共
通
す
る
意
識
が
見
出
さ
れ
る
な
ど
、
現
在
も
な
お
有
効
と
思
わ
れ
る
論
点
を
提
示
し
て
い
て
興
味 
深
い
。
　
ま
た
第
五
九
一
号（
二
〇
一
一
年
十
二
月
│
二
〇
一
二
年
一
月
号
）で
は
、「
修
復
・
表
現
」と
題
し
た
特
集
で
、
当
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
対
象
と
し
て
、
作
家
の「
技
術
」
だ
け
で
は
な
く
、
作
家
の
「
表
現
意
図
」ま
で
照
ら
し
出
す
よ
う
な
、
修
復
家
の
眼
が
明
ら
か
に
す
る「
発
見
」
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 
 
（
美
術
課
主
任
研
究
員  
三
輪
健
仁
）
山嶺絵画修復工房（2012年時）　撮影：吉次史成
